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講時 単位数 1

履修に当たっ
ての注意・助言

/準備学習

　基本的に筆記試験のない科目ですから、授業参加・関与の主体性が重要な位置づけになります。まず、大学
生たる者、情報を活字からも収集できるようになること、図書館の利用は必須です。なお、隔週開講の科目のた
め、8回目は前期のAであるかBであるかは日程次第です。
 少なくとも、基礎ゼミがはじまるまでに図書館の利用の習慣をつけておく、レポートやレジュメ作成のための
ワープロ・ソフトは使いこなせるようになっている、口頭で話されている情報をメモにとる習慣などは習得済みで
あることが必要です。

講義計画

　卒業までの第一ステップとして、社会科学をテーマに論文を作成するために、必要な方法論や作業の基礎を習得
します。ほとんどの学生さんは大学に入学してはじめて論文を作成する作業を学ぶと思いますので、感想文とレ
ポート、論文はどうちがうのかなども提示できればと考えています。
第1・2回：社会科学の性質を知る
第3・4回：どのように演習形の授業を受けるかの解説
第5・6回：基礎的な方法論（統計的な視点など）
第7・8回：情報収集のコツ（図書館活用の実際など）

テキスト 特に指定しません。

参考書 その都度、紹介します。

目的と概要 さまざまな社社会科学の分野に共通する必要な知識を習得する。

成績評価法 授業中の課題(質疑応答や関与性の高低で60％）と提出課題（レポートなどで40％）によって評価します。

開期 前期 水曜日2限

授業テーマ 社会科学の基礎と方法論を学ぶ。人間社会学部の特徴を知る。

科目名 基礎ゼミナールⅠA

担当教員 小西　宏幸

配当 人社1
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